
クマケムシの話

散策で、ケムシが這っているのを見かけました。

しかもかなり速い。 よくみれば毛むくじゃらのかわいいケムシです

エサ を求めて地上を積極的に移動します。幼虫のまま落ち葉の下などで越冬し、

翌年の6月から7月までに蛹化します。したがって、良く見かけるのは

春先の6月頃 と晩秋の11月頃で、成虫は7月から8月までに羽化します。

背中に筋が入っています、この筋が太いとその冬は寒いといわれています。

文献によれば

春になると、寄生性のハエがクマケムシの体内に卵を産む。卵がかえると、ハエの幼虫は宿主の体を食べ進み

最終的には腹を破って外に出る。

しかし、寄生された幼虫がセネキオをはじめとする植物の葉を食べると、

腹の中がアルカロイドという薬物でいっぱいになる。

人間にとって身近なアルカロイドは、カフェインやモルヒネ、コカインなどだ。 

　アルカロイドが寄生虫を直接攻撃するのか、

それともクマケムシの免疫機能をなんらかの形で高めているかはわかっていない。

しかし、アルカロイドを含む葉が幼虫たちを治療するのは確かだ。 

寄生虫が嫌う味になることが目的のようだ。 自己治療を行っているように見えます。

　ということでハエの幼虫に食べられて死ぬものも、アルカロイドを摂取して元気になるのもいるわけですが

成虫になるとそれがヒトリガです。独りが好きな蛾ではなく火を取る蛾です

飛んで火にいる夏の虫は、このヒトリガ(灯蛾，火取蛾)のことです。

自分から進んで災いの中に飛び込むことのたとえです。

そんなときがあったら、このクマケムシを思い出してください。

余談ですが ※

「クマケムシ」が草の茎に登ったままミイラになっているのは糸状菌が感染したもの。

糸状菌が行動を制御して、

自分達の胞子が遠くに届くように茎に登らせたと言われています。

・こんなクマケムシが、イギリスでは2007年8月以降、

保護対象とすべき動物リストにその名が含まれています。 

※　エントモファガグリリ菌はカミキリムシ、バッタなどにも取り付き

虫の体内をむしばみ胞子が出せるようになったら虫を鳥たちに 見つけられやすい高い位置に上らせ、鳥が捕食し糞を各地に撒く。

菌は拡散しその近くに来た虫たちにロケット弾ような勢いで取り付きます。

森でカミキリやバッタなどが枝先で白い膜に覆われているのをみたら、それはこのエントモファガグリリ菌です。


